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年
頭
の
あ
0
さ
つ

大
野
市
長

天
谷
光
治

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
大
野
市
政
に
対
し
多
大
な
ご
支
援

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
、
日
本
は
I
T
革
命
に
よ
る
世
界
的
な
大

競
争
の
中
へ
突
入
し
、
さ
ら
に
米
国
の
テ
ロ
事

件
に
よ
り
「
新
し
い
戦
争
」
が
始
ま
り
「
自
立
」

へ
向
け
て
船
出
し
た
日
本
に
目
指
す
ぺ
き
「
国

の
基
軸
」
が
見
え
ぬ
ま
ま
難
し
い
選
択
を
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

長
引
く
不
況
、
高
い
失
業
率
で
世
界
経
済
は

危
機
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
が
、
皇
太
子
ご

夫
妻
の
内
親
王
殿
下
の
ご
誕
生
は
私
た
ち
に
と

つ
て
と
て
も
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
こ
れ

を
機
に
景
気
が
回
復
し
て
い
く
こ
と
を
望
む
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
二
十
一
世
紀
も
I
I
年
目
を
迎
え
、
い

よ
い
よ
本
格
的
な
地
方
分
権
の
時
代
に
入
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
の
確
立
、
市
町
村
合
併
や
中
部
縦

貫
道
の
整
備
促
進
、
亀
山
周
辺
整
備
事
業
な
ど

多
く
の
課
題
を
、
地
域
の
良
さ
を
生
か
し
な
が

ら
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
解
決
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
野
市
は
自
然
と
伝
統
文
化
に
育
ま
れ
た
名

水
や
産
業
、
七
問
朝
市
や
町
並
み
な
ど
が
あ
リ

全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
亀
山
周
辺
整
備
基
本
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
推
進
会
議
や
懇
話
会
委
員
の
熱
心
な

協
議
に
よ
っ
て
基
本
計
画
の
方
向
性
を
出
し
て

い
た
だ
き
、
整
備
前
の
段
階
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
野
市
の
発
展
は
ハ
ー

ド
の
み
な
ら
ず
ソ
フ
ト
面
で
ど
う
対
処
で
き
る

か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
情
報
を
共

有
化
し
、
市
民
と
議
会
そ
し
て
行
政
と
の
協
力

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
地
方
の
時
代
を
生
き
抜

く
た
め
「
自
然
と
人
と
が
調
和
し
と
も
に
創
り

育
て
る
名
水
の
ま
ち
大
野
」
の
実
現
に
向
け
て

な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
き
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

大
野
市
議
会
議
長

　

村
西
利
柴

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
の
す
が
す
が
し
い
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
た
な
世
紀
を
迎
え
て
、
市
民
の
皆

様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
な
お
I
層
地
方
自
治
の
振
興
と
市
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

さ
て
昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
バ
ブ
ル
崩

壊
後
、
み
ぞ
う
の
厳
し
い
経
済
環
境
に
あ
り
、

依
然
と
し
て
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
ず
、
先

行
き
不
透
明
感
が
ぬ
ぐ
え
な
い
の
が
現
状
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
人
口
の
高
齢
化
と
少
子
化
に
伴
い
、

社
会
構
造
も
著
し
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、
本

市
を
取
り
巻
く
環
境
は
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

一
方
、
亀
山
周
辺
整
備
を
は
じ
め
、
高
速
交

通
網
の
整
備
問
題
や
公
共
下
水
道
問
題
な
ど
の

社
会
資
本
の
整
備
、
若
者
の
定
住
対
策
と
し
て

の
企
業
誘
致
、
ま
た
、
高
齢
社
会
を
迎
え
て
の

老
人
福
祉
対
策
、
さ
ら
に
は
商
店
街
の
活
性
化
、

農
林
業
問
題
な
ど
数
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
認
識
の
上
に
立
っ
て
、
私
ど

も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
の
責
務
の
重

大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
お
り
、
今
後
と
も
皆

様
方
の
ご
高
見
を
拝
聴
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
解

決
に
向
け
て
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
参
る
と
と
も

に
、
こ
の
新
た
な
世
紀
を
、
議
会
本
来
の
機
能

を
十
二
分
に
発
揮
し
、
「
地
方
政
治
の
拡
充
強

化
と
隆
盛
発
展
」
の
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
様
の
よ
り
I
層
の
ご
協
力

と
ご
支
援
を
賜
し
ソ
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し

あ
げ
、
併
せ
て
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実

り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
十
三
年
十
一
月
二
十

一
日
、
環
境
省
の
「
ア
メ
ニ

テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
リ

優
良
地
方
公
共
団
体
表
彰
」

を
当
市
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
平
成
二
年
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
環
境
活

動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
市

区
町
村
を
表
彰
し
、
そ
の
功

績
を
た
た
え
る
と
同
時
に
、

全
国
に
向
け
て
広
く
そ
の
活

動
を
紹
介
す
る
た
め
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
当
市
の

市
民
と
行
政
と
が
一
体
と
な

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
保

全
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
、
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

県
内
で
は
平
成
二
年
度
の

上
中
町
に
次
い
で
二
番
目
の

受
賞
で
す
。
ま
た
全
国
で
は

こ
れ
ま
で
に
六
十
一
の
自
治

体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

錨撫胞励噸警厘医師旧跡剪

アメニティ（Amenity）

　　

「快適な環境」や「住みよさ」を表す言葉で、建物

や都市景観などによる生活環境の快適さを指す言葉と

して多く使われてきました。しかし最近では、都市の

利便性に限らず、豊かな緑や清らかな水辺、歴史的・

文化的な雰囲気など、私たちの生活に潤いや安らぎを

もたらすもの全てを指す言葉として使われるように

なっています。

　

e蛉｀゛4j・4f，f｀￥｀・優賞記念の薔



おおのの環境

　

今
回
の
受
賞
で
高
い
評
価
を

受
け
た
環
境
保
全
に
関
す
る
活

動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

水
の
保
全
に
多
彩
な
活
動

　

当
市
で
は
、
多
く
の
市
民
グ
ル
ー
プ
が
環

境
の
保
全
な
ど
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

「
中
野
清
水
を
守
る
会
」
は
、
生
活
排
水

な
ど
で
汚
れ
て
い
た
中
野
清
水
を
、
き
れ
い

な
清
水
へ
と
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
も
、

看
板
や
花
壇
を
造
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
で
い
ま
す
。

　
　

「
大
野
の
水
を
考
え
る
会
」
は
、
大
野
の

地
下
水
を
守
ろ
う
と
川
の
水
質
調
査
や
学
習

会
の
開
催
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
ら
の
ほ
か
「
大
野
イ
ト
ヨ
の
会

や
「
イ
ト
ヨ
を
守
る
会
」
な
ど
、
名
水
大
野

の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
イ
ト
ヨ
の
保
護
を

通
し
て
環
境
の
保
全
に
努
め
る
団
体
な
ど
、

数
多
く
の
市
民
グ
ル
ー
プ
が
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。地

域
づ
く
り
に
支
援

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
て
、
市
で
は

「
テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事
業
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
住
民
参
加
型
の
地

域
づ
く
リ
活
動
を
実
践
し
て
い
る
団
体
に
対

し
て
活
動
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
、
平
成
十

一
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
休
耕
田
に
花
菖
蒲
を
植
え

mW
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みんなで守る
環
境
美
化
に
努
め
る
「
あ
や
め
の
泣
太
」
や
、

メ
ダ
カ
や
水
性
植
物
な
ど
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
ビ
オ
ト
ー
プ
を
造
っ
た
「
メ
ダ
カ
の

分
校
」
、
き
れ
い
な
川
に
生
息
す
る
カ
ジ
力

を
飼
育
・
放
流
し
て
い
る
「
こ
の
も
と
カ
ジ

カ
村
」
や
ホ
タ
ル
の
再
生
に
取
り
組
む
「
畦

道
の
会
」
、
銀
杏
峰
の
環
境
保
護
に
努
め
る

「
里
山
銀
杏
峰
を
愛
す
る
会
」
、
森
山
区
周
辺

を
季
節
の
花
々
で
飾
る
「
森
友
会
」
な
ど
六

団
体
に
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

市
§
と
行
政
が
一
徳
と
な
っ
て

　

市
民
グ
ル
ー
プ
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

市
で
も
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

・
地
下
水
位
の
測
定

・
地
下
水
保
全
条
例
の
制
定

・
プ
ナ
林
の
買
収
・
保
全

・
広
葉
樹
林
の
造
林

・
地
下
水
保
全
基
金
の
設
置

・
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里
の
運
営
な
ど
…

　

ま
た
、
平
成
十
二
年
度
に
は
『
大
野
市
環

境
基
本
計
画
』
を
策
定
し
、
環
境
の
保
全
に

向
け
た
目
標
や
施
策
、
指
針
な
ど
を
細
か
く

定
め
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
を
次
世
代
へ

　
　

「
ア
メ
ニ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
。
そ
れ

は
決
し
て
一
人
で
つ
く
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
お
互
い
に
協
力
し
て
初

め
て
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
大
野
の
自
然
豊

か
な
環
境
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

mmmの観測作業
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定゜例

市議会

小
中
学
校
の
緊
急
m
m
対
策
や
除
雪
磐
悪
な
ど

一
般
会
計
に
7
．
1
5
7
万
円
余
り
を
追
加

　

第
三
百
十
五
回
十
二
月
定
例
市

議
会
が
、
昨
年
の
十
二
月
五
日
か

ら
十
九
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

九
月
定
例
会
か
ら
継
続
審
議
と
な

っ
て
い
た
決
算
認
定
議
案
二
件
を

認
定
。
コ
般
会
計
補
正
予
算
案
」

「
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
案
」
な
ど
十
三
議
案
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
七
千
百
五
十
七
万
四

千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
、

百
五
十
一
億
二
千
五
百
九
十
八
万

八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
同

期
と
比
べ
、
七
・
七
％
の
減
で
す
。

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

と
そ
の
他
の
会
計
を
合
わ
せ
、
総

額
九
百
六
万
三
千
円
の
減
額
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
の
主
な
も
の

は
、
南
六
呂
師
に
建
設
さ
れ
た
乳

製
品
加
工
体
験
等
施
設
の
管
理
運

営
費
、
保
育
所
や
児
童
セ
ン
タ
ー

の
防
災
・
防
犯
装
置
の
設
置
、
幼

稚
園
や
小
中
学
校
の
緊
急
放
送
設

備
の
設
置
経
費
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
工
業
者
の
育
成
と
企
業

の
立
地
促
進
に
向
け
、
市
工
業
振

興
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
も
原
案
に
同
意

　

十
二
月
定
例
市
議
会
の
最
終
日

に
、
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
と
公
平
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
、
議
会
の
同

意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
共
に
四
年
で
す
。

12月補正一般会計の主な事業

◆総務費

　

・乳製品加工体験等施設管理運営経費……2，742千円
◆民生費
・訪問介護利用者負担減免事業……………2，847千円
・保育所・へき地保育所管理運営経費

　　　

（防災・防犯装置の設置など）………3，592千円

・児童センター管理運営経費

　　　

（防災・防犯装置の設置など）………2，594千円
◆衛生費
・河川美化推進事業（河川清掃など）……2，000千円

◆農林水産業費
・市単十地改良工事…………………………2、500千円
◆土木費

　

・道路美化推進事業（道路清掃など）……4，000千円

　

・除雪経費…………………………………50，000千円

◆消防費

・大野地区消防組合負担金

　　　　　

（阪谷サイレン取替工事など）…6，543千円

◆教育費

・小学校給食運営費…………………………2，800千円

・小中学校施設営繕工事

　　　　　

（緊急放送設備設置）……………4，515千円

・幼稚園施設維持補修事業

　　　　　

（緊急放送設備設置）……………2，100千円

教
育
委
員
会
委
員

尾崎尚美
（42歳・日吉町）新任

公
平
委
員
会
委
員

駒原武夫

（64歳・西市）再任

敬
称
略

環
境
保
全
に
取
り
組
む
意
思
の
統
一
へ

大
野
市
環
境
方
針
柵
策
足

【
基
本
理
念
】

　

奥
越
前
の
中
心
都
市
と
し
て
発

展
し
て
き
た
大
野
市
は
、
白
山
連

峰
の
支
脈
に
囲
ま
れ
た
盆
地
か
ら

な
り
、
豊
か
な
自
然
、
山
紫
水
明

の
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

名
水
百
選
「
御
清
水
」
に
代
表

さ
れ
る
清
ら
か
で
豊
か
な
水
や
、

城
下
町
の
風
情
が
た
だ
よ
う
歴
史

と
文
化
に
満
ち
た
町
並
み
は
、
本

市
の
大
き
な
魅
力
で
あ
リ
貴
重
な

財
産
で
す
。

　

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
よ
り
豊

か
に
し
て
将
来
に
引
き
継
ぐ
と
と

も
に
、
以
下
の
五
つ
の
基
本
目
標

に
そ
っ
て
、
一
層
環
境
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

1
創
造
性
と
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

2
思
い
や
り
と
豊
か
な
心
を
育
む

　

ま
ち

3
環
境
保
全
と
美
し
い
景
観
づ
く

　

り
の
ま
ち

4
人
が
集
い
心
が
響
き
あ
う
ま
ち

5
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち

【
基
本
方
針
】

1
市
民
と
と
も
に
、
め
ざ
す
べ
き

　

ふ
る
さ
と
大
野
市
の
将
来
像

　

「
自
然
と
人
と
が
調
和
し
と

　

も
に
創
り
育
て
る
名
水
の
ま

　

ち
大
野
」
実
現
の
た
め
、
基
本

　

理
念
に
則
リ
、
第
四
次
大
野
市

　

総
合
計
画
及
び
大
野
市
環
境
基

本
計
画
に
基
づ
い
て
、
地
球
環

境
も
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な

環
境
保
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

2
環
境
保
全
活
動
の
推
進
に
あ

た
っ
て
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
継
続
的

な
環
境
改
善
及
び
汚
染
の
予
防

に
努
め
る
と
と
も
に
、
環
境
に

関
す
る
法
規
制
、
市
民
と
の
合

意
事
項
を
守
り
ま
す
。

3
環
境
方
針
に
基
づ
く
環
境
マ
ネ

　

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的

　

な
運
用
を
図
る
た
め
、
環
境
に

　

対
す
る
職
員
の
意
識
の
高
揚
に

　

努
め
、
実
践
に
必
要
な
教
育
及

　

び
訓
練
を
行
い
ま
す
。

4
強
力
に
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

　

し
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め

　

る
と
と
も
に
、
率
先
し
て
環
境

　

保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

5
こ
の
環
境
方
針
は
、
一
般
に
公

　

表
す
る
も
の
と
し
、
広
く
市
民

　

か
ら
の
提
案
・
参
加
を
求
め
、

　

積
極
的
に
事
務
事
業
活
動
に
反

　

映
さ
せ
な
が
ら
、
方
針
を
見
直

　

し
、
環
境
に
関
す
る
情
報
を
公

　

開
し
ま
す
。



　

5
回
市
民
総
合
体
育
J

屋
ス
↑
競
裟

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
課

日
時
2
月
3
巳
⑩

　
　
　
　
　

午
前
9
時
開
会
式

場
所
六
呂
師
高
原
ス
半
－
場

競
技
種
目
▼
第
1
部
二
般
・

　

地
区
対
抗
）
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

　

ラ
ロ
ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

　

ー
・
リ
レ
ー
▼
第
2
部
（
中
学

　

校
・
学
校
対
抗
）
シ
ャ
イ
ア
ン

　

ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン

　

ト
リ
ー
・
リ
レ
ー
▼
第
3
部

　
　

（
学
童
・
個
人
競
技
）
ス
ラ
ロ

　

ー
ム
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

参
加
資
格
●
平
成
1
4
年
1
月
1

　

日
以
降
市
内
の
各
地
区
体
育
協

　

会
管
内
に
居
住
す
る
人
。
た
だ

　

し
、
全
日
制
・
定
時
制
高
校
3

　

年
生
以
下
は
除
く
・
中
学
校
は

　

大
野
市
中
学
校
体
育
連
盟
規
定

　

に
よ
る
●
第
3
部
は
市
内
小
学

　

校
に
在
籍
す
る
児
童
と
し
、
保

　

護
者
の
同
意
を
得
て
責
任
者
同

　

伴
で
参
加
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先
ス
ポ
ー
ツ
課

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
士

エ
キ
廿
ま
イ
テ
ィ
ン
ヴ

　

1 2
蔀
J
ツ

　
　
　
　

㈲
報

親
子
で
ス
キ
ー
レ
ッ
ス
ン

　
　
　

「
白
銀
の
つ
ど
い
」

゛
奥
越
高
原
青
少
年
自
然
の
凛

日
程
2
月
9
巳
害
午
前
9
時
3
－
0

　

分
～
1
0
G
⑨
午
後
1
時
3
作
0
分

対
象
小
学
3
年
生
以
上
の
児
童

　

・
生
徒
と
そ
の
保
護
者

会
場
六
呂
師
高
原
ス
半
－
場

参
加
料
4
5
0
0
円
（
1
泊
4

　

食
付
、
レ
ッ
ス
ン
料
・
保
険
料

　

含
む
。
リ
フ
ト
代
な
ど
は
別
）

定
員
先
着
1
5
0
人

宿
泊
先
奥
越
高
原
青
少
年
自
然

　

の
家

準
備
物
ス
牛
－
用
具
・
服
装
一

　

式
、
上
履
き
、
洗
面
用
具
な
ど

申
し
込
み
方
法
住
所
・
氏
名
・

　

電
話
番
号
・
人
数
を
記
人
し
た

　

も
の
を
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

申
込
締
切
日
1
月
1
5
R
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
福

　

井
県
立
奥
越
高
原
青
少
年
自
然

　

の
家
「
白
銀
の
っ
と
い
」
係
（
〒

　

9
1
2
1
0
1
3
1
大
野
市
南

　

六
呂
師
1
6
9
－
8
豊
6
7
・

　

1
3
2
1
叫
6
7
・
1
7
2
1
）

八
方
尾
根
ヘ

ー
ス
キ
ー
に
行
こ
う

］
大
野
市
ス
キ
ー
連
盟

日
程
3
月
8
り
廓
午
後
8
時

　

（
越
前
大
野
駅
前
集
合
・
出
発
）

　

～
3
月
1
0
日
回
午
後
8
時
3
0
分

　

ご
ろ
（
越
前
大
野
駅
到
着
）
・

　

2
泊
3
日
（
車
中
1
泊
）

行
き
先
八
方
尾
根
ス
半
－
場

参
加
料
2
万
5
千
円

定
員
先
着
2
5
人

宿
泊
先
八
方
尾
根
（
1
泊
）

準
備
物
ス
半
i
用
具
一
式

申
し
込
み
方
法
参
加
料
を
添
え

　

て
申
し
込
み
先
へ

申
込
締
切
日
2
月
2
8
ほ
困

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
野
市
ス
半
i
連
盟
松
田
隆

　

宏
さ
ん
（
豊
6
5
・
0
3
3
2
）

　

橋
本
盛
公
さ
ん
（
豊
6
5
・
3
4

　

8
4
）

I
－
ユ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　
　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

日
時
1
月
1
4
［
面
～
2
月
2
5
日

　

⑧
（
毎
週
月
曜
日
・
全
7
回
）

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象
市
内
一
般
男
女
・
親
子

内
容
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
や
シ
ョ

　

ー
ト
テ
ニ
ス
な
ど

定
員
1
0
組
程
度
（
約
2
0
人
）

参
加
料
1
5
0
円
（
保
険
料
）

準
備
物
着
替
え
・
タ
オ
ル
な
ど

申
込
締
切
日
1
月
1
3
R
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
（
豊
6
6
・
1

　

4
3
3
）

4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法

納
付
先
が
市
役
所
が
5

　
　
　

国
へ
変
わ
り
ま
す

　

保
険
料
の
納
付
先
が
、
市
役
所

か
ら
国
（
社
会
保
険
庁
）
に
変
わ

り
ま
す
。

　

納
付
窓
口
が
全
国
の
郵
便
局
や

銀
行
、
農
協
や
漁
協
、
信
用
金
庫

や
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
国
民

年
金
基
金
な
ど
と
今
よ
り
も
拡
大

さ
れ
、
市
役
所
へ
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
無
く
な
り
ま
す
。
口
座

振
替
の
人
は
、
そ
の
ま
ま
継
続
さ

れ
ま
す
。

　

納
付
書
は
国
（
社
会
保
険
庁
）

か
ら
自
宅
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
の
手
間
や
納
め
忘

れ
を
無
く
す
た
め
、
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

用
紙
は
市
民
課
に
あ
り
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の

　

届
出
先
が
変
わ
り
ま
す

　

第
－
二
号
被
保
険
者
の
届
出
（
手

続
き
）
先
が
、
市
役
所
の
窓
口
か

ら
、
配
偶
者
の
勤
務
し
て
い
る
事

業
所
へ
変
わ
り
ま
す
。

※
第
三
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
加
入

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

で
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満

の
人

9
生
納
付
特
例
の

対
象
者
が
拡
A
さ
れ
ま
す

　

現
在
、
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

夜
間
部
・
定
時
制
・
通
信
制
過
程

の
学
生
も
、
学
生
納
付
特
例
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の

　

半
額
免
除
制
度
も
創
設

　

こ
れ
ま
で
の
全
額
免
除
制
度
に

加
え
新
し
く
半
額
免
除
制
度
が
創

設
さ
れ
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保

険
料
の
全
額
ま
た
は
半
額
が
免
除

さ
れ
る
よ
う
に
な
‐
ソ
ま
す
。

　

半
額
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
と
き

に
、
全
額
を
納
め
た
場
合
の
三
分

の
二
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
を
し
た
月
の
前
月
分
か
ら

　

免
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
免
除
の

　

基
準
が
変
更
と
な
し
ソ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
6
）
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抗言

手軽に出来る入浴時の工夫

　

お
正
月
休
み
な
ど
で
、
食
事
や
生
活
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
ん
な
と
き
は
、
い
つ
も
以
上
に
疲
れ
が
た
ま
り
や
す
い
も

の
で
す
。
今
回
は
疲
れ
た
体
を
い
や
す
効
果
の
あ
る
、
入
浴

時
の
エ
夫
を
紹
介
し
ま
す
。

ミ
カ
ン
湯

　

ミ
カ
ン
の
皮
を
洗
い
、
乾
燥
さ

せ
た
も
の
を
使
い
ま
す
。
木
綿
の

袋
な
ど
に
ひ
と
つ
か
み
程
度
人
れ
、

浴
槽
に
約
十
分
ほ
ど
浮
か
べ
て
お

き
ま
す
。

効
能

△
屑
こ
り
解
消

・
神
経
痛
の
緩
和

・
血
行
促
進

。
ス
ト
レ
ス
解
消

シ
ョ
ウ
ガ
湯

　

シ
ョ
ウ
ガ
約
五
百
紹
を
す
り
お

ろ
し
ま
す
。
ガ
ー
ゼ
な
ど
で
す
り

お
ろ
し
た
も
の
を
包
み
、
し
ぼ
り

汁
を
お
湯
に
入
れ
ま
す
。
残
つ
だ

し
ぼ
り
か
す
も
ガ
ー
ゼ
な
ど
に
包

ん
だ
ま
ま
浴
槽
に
入
れ
ま
す
。

効
能

△
屑
こ
リ
解
消

・
痛
風
や
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
痛
み

　

の
緩
和

・
風
邪
の
予
防

ハ
ー
プ
湯

　

ハ
ー
プ
は
、
薬
草
や
香
味
料
な

ど
に
使
わ
れ
る
植
物
の
こ
と
で
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
も
芳
香
剤

や
料
理
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
プ
の
持
つ
薬
効
や
香
り
を

利
用
し
た
こ
の
お
ふ
ろ
は
、
使
う

種
類
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態

に
合
わ
せ
、
い
ろ
ん
な
ハ
ー
プ
を

試
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ハ
ー
プ
湯
の
作
り
方
は
、
乾
燥

さ
せ
た
葉
を
木
綿
な
ど
の
小
さ
な

布
袋
に
入
れ
て
お
湯
に
浮
か
べ
る

方
法
や
、
な
べ
に
入
れ
て
弱
火
で

成
分
を
煮
出
し
、
お
湯
に
加
え
る

方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

市
販
さ
れ
て
い
る
人
浴
剤
の
中

に
も
、
こ
の
成
分
を
使
用
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
一
鎮
静
作
用
が
あ
リ

　

不
眠
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
効
果

　

が
あ
り
ま
す
。

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
ー
緊
張
を
ほ
ぐ
す

　

効
果
が
あ
り
ま
す
。

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
ー
憂
う
つ
な
気
分

　

を
和
ら
げ
ま
す
。

ロ
ー
ズ
ニ
局
ぶ
っ
た
神
経
を
リ
ラ

　

ツ
ク
ス
さ
せ
ま
す
。

　

い
つ
も
の
お
ふ
ろ
も
ち
ょ
つ
と

し
た
エ
夫
で
楽
し
み
が
広
が
‐
ソ
ま

す
ね
。
さ
っ
そ
く
今
夜
か
ら
試
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
健
康
保
養
施
設
あ
つ
宝

ん
ど
の
お
ふ
ろ
に
も
、
各
種
ハ
ー

プ
湯
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

～ちよつと気になる栄養の話～

　

今回は冬の味覚、カニに

ついでです。

　

カニの栄養的な特徴は、

脂質や糖質がゼロに近＜低

カロリーでありながらも、

たんぱく質が豊富なことで
す。そして月干臓機能を強化するタウリン、味覚や

きゅう覚の異常を予防する亜鉛、鉄分の吸収を助

け貧血を予防する銅などを多く含んでいます。

　

また、カニはカルシウムも豊富に含んでいます。

カルシウムは骨や歯を丈夫にするほか、神経系の

興奮を調整し、ストレスを和らげる働きがありま

す。

　

そのほか糖質や脂質の代謝を促進し、血行をよ

くするビタミンB群をバックアップする働きもあ

ります。

　

このようにカニは、栄養的に非常に優れた食材。

高価なものではありますが、旬の時期に一度は味

わいたい一品ですね。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

7
題
ジ
バ
イ
ス

ジュース類と間違えないで！

ヽ低アルゴ゜ル飲料

　

最
近
、
果
汁
や
炭
酸
入
り
の
「
サ
ワ
ー
」
や
「
チ
ュ
ー

ハ
イ
」
と
い
っ
だ
低
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
が
人
気
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
清
涼
飲
料
と
間
違
え
て
子
ど
も
が
飲

ん
で
し
ま
い
、
気
分
が
悪
く
な
る
な
ど
の
事
故
が
多
く
な

つ
て
い
ま
す
。
今
回
は
清
涼
飲
料
と
間
違
え
や
す
い
低
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

低
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
と
は

　

一
般
的
に
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
九

度
未
満
の
果
汁
や
炭
酸
が
人
つ
た

果
実
酒
や
香
料
を
加
え
た
ア
ル
コ

ー
ル
飲
料
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
商
品
が
た
く
さ
ん
販
売
さ
れ

て
お
り
、
出
荷
量
が
年
々
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

缶
や
ビ
ン
の
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
商
品
が
あ
り
、
ス
ー
パ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
な
ど
で
手
軽
に
購

人
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ジ
ュ
ー
ス
と
間
違
え
て

・
三
才
の
子
ど
も
に
ジ
ュ
ー
ス
と

　

間
違
っ
て
飲
ま
せ
て
し
ま
い
、

　

点
滴
を
打
っ
て
治
療
す
る
こ
と

　

に
な
っ
た
。

・
中
学
生
の
息
子
が
、
ア
ル
コ
ー

　

ル
飲
料
を
ジ
ュ
ー
ス
と
思
っ
で

　

購
人
し
、
あ
や
う
く
飲
み
そ
う

　

に
な
っ
た
。

・
車
を
運
転
中
、
友
人
か
ら
も
ら

　

っ
た
低
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
ジ

　

ュ
ー
ス
と
勘
違
い
し
、
飲
み
そ

　

う
に
な
っ
た
。

・
七
十
代
の
男
性
が
清
涼
飲
料
と

　

間
違
え
て
低
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

　

を
飲
ん
で
し
ま
い
、
急
性
ア
ル

　

コ
ー
ル
中
毒
で
人
院
し
た
。

お
酒
マ
ー
ク
を

　
　

確
認
し
ま
し
よ
う

　

低
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を

誤
っ
て
飲
ん
で
し
ま
う
事

故
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者

に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
、
容

器
の
外
観
や
表
示
が
清
涼

飲
料
と
似
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

果
物
の
絵
な
ど
が
大
き

く
表
示
さ
れ
、
色
調
も
明

る
い
も
の
が
多
い
た
め
、

一
見
し
た
だ
け
で
は
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
と
分
か
り
に
く
い
も
の
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

製
造
業
者
な
ど
で
は
、
事
故
を

防
ぐ
た
め
に
、
清
涼
飲
料
と
識
別

し
や
す
い
よ
う
「
お
酒
」
マ
ー
ク

を
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

購
人
す
る
前
や
飲
む
前
に
は
、

「
お
酒
マ
ー
ク
」
を
確
認
し
、
清

涼
飲
料
か
、
お
酒
か
を
確
か
め
ま

し
ょ
う
。お酒

お酒

事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　

低
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
事
故
を

防
ぐ
に
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
に
、

日
ご
ろ
か
ら
清
涼
飲
料
と
低
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
の
見
分
け
方
を
教
え

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
保
管
す
る
場
所
を
子
ど

も
の
手
の
届
か
な
い
高
さ
に
す
る

な
ど
エ
夫
し
ま
し
ょ
う
。

訂
正
平
成
1
3
年
1
2
月
号
の

「
暮
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
の

中
で
、
新
聞
購
読
契
約
の
際
の

景
品
に
つ
い
て
「
上
限
額
は
購

読
料
の
8
％
」
と
あ
る
の
は

「
上
限
額
は
6
ヵ
月
分
の
購
読

料
の
8
％
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ容66・1111内線464ぽふ；）
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
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眼
登塘

フエンテ大野FC

北
信
越
勝
ち
抜
き
全
国
大
会
へ
初
出
場

　

中
学
生
の
サ
ッ
カ
i
チ
ー
ム

「
プ
エ
ン
テ
大
野
F
C
」
が
、
十

一
月
に
行
わ
れ
た
高
円
宮
杯
第
十

三
回
全
日
本
ユ
ー
ス
（
U
－
1
5
）

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
・
北
信
越
大
会

で
見
事
優
勝
。
十
二
月
に
行
わ
れ

た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

北
信
越
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
の
全

国
大
会
出
場
は
福
井
県
で
は
初
め

て
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
七
年
の
四
月
、
小
学
生
で

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
り
サ
ッ
カ

ー
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、

サ
ッ
カ
ー
部
の
無
い
中
学
校
に
入

学
し
て
も
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と

有
志
が
結
成
。
現
在
、
市
内
の
中

学
生
－
－
十
九
人
の
ほ
か
勝
山
市
や

和
泉
村
か
ら
も
七
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
　

「
足
で
ボ
ー
ル
を
自
由
に
扱
え

る
と
い
う
こ
と
が
、
サ
ッ
カ
ー
で

は
I
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
練
習
で
は
個
人
技
が
し
っ

か
り
と
身
に
つ
く
よ
う
、
基

礎
的
な
内
容
に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。
試
合
で
は
い

い
守
り
を
し
て
、
い
い
攻
撃

を
を
目
標
に
質
の
高
い
内

容
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
白

分
た
ち
の
思
っ
て
い
る
プ
レ

ー
が
少
し
で
も
で
き
る
こ
と

が
大
切
で
す
ね
」
と
代
表
の

笹
島
悟
さ
ん
。

　

全
国
大
会
出
場
前
、
キ
ャ

プ
テ
ン
の
谷
昭
徳
君
は
「
福

井
県
か
ら
初
め
て
の
北
信
越

代
表
。
胸
を
張
っ
て
試
合
に

臨
み
た
い
」
副
キ
ャ
プ
テ
ン

の
森
瀬
健
君
は
「
小
学
生
の

こ
ろ
か
ら
一
緒
に
続
け
て
き

た
仲
間
と
出
ら
れ
る
こ
と
が

う
れ
し
い
。
初
め
て
の
全
国

は
一
つ
ひ
と
つ
大
切
に
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
今
後
、
み
ん
な

の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
ね
。

嵌心聊端腸

　

節吉訪⑦希

『レイチェルと

　　　　

滅びの呪文』

　

二
〇
〇
－
年
は
『
ハ
リ
i
・
ポ

ッ
タ
ー
』
シ
リ
ー
ズ
の
本
が
、
群

を
抜
い
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り

ま
し
た
。
映
画
も
公
開
さ
れ
、
関

連
商
品
や
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
な
ど
、

人
気
は
当
分
続
き
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
本
は
、

魔
女
の
支
配
す
る
魔
法
の
国
に
さ

ら
わ
れ
て
し
ま
う
少
女
「
レ
イ
チ

ェ
ル
」
の
お
話
で
す
。

　

あ
る
日
レ
イ
チ
ェ
ル
は
、
自
宅

の
地
下
室
の
壁
か
ら
、
子
ど
も
を

さ
ら
う
恐
ろ
し
い
魔
女
が
支
配
す

る
世
界
に
、
弟
と
一
緒
に
引
き
ず

リ
込
ま
れ

て
し
ま
い

ま
す
。

　

少
女
は

そ
の
魔
に
な

の
世
界
で

訓
練
を
に

な
が
ら
ま
少

し
ず
つ
暦

法
を
覚
戈

で
い
き
ま

す
。
そ
し
て
自
分
や
弟
、
仲
間
た

ち
を
守
り
自
由
を
取
り
戻
す
た

め
、
魔
法
を
使
つ
で
魔
女
と
戦
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
映
画
『
魔
女
の
宅
急

便
』
の
影
響
か
、
魔
女
に
つ
い
て

あ
ま
り
恐
い
イ
メ
ー
ジ
は
無
い
よ

う
で
す
。

　

し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話
で

は
、
魔
女
は
絶
対
的
な
悪
と
し
て

描
か
れ
て
い
ま
す
。
本
に
登
場
す

る
魔
女
も
、
ま
さ
し
く
悪
そ
の
も

の
。
血
の
よ
う
に
紅
い
肌
や
入
れ

墨
で
ふ
ち
ど
ら
れ
た
目
、
蛇
の
よ

う
に
ゆ
が
ん
だ
口
を
持
ち
、
そ
し

て
そ
の
周
り
で
う
ご
め
く
ク
モ
。

姿
形
ば
か
り
か
、
そ
の
心
に
秘
め

ら
れ
た
憎
し
み
も
す
さ
ま
じ
く
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
作
者
が
読
書
好

き
の
娘
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て

書
い
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

読
み
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
。

そ
ん
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
へ

人
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

『レイチェルと滅びの呪文』

クリフ・マクニッシュ作

　

金原瑞人訳・理論社
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公
民
館
で
I
丁
講

習
を
受
け
ま
し
た
。

最
初
は
ま
つ
た
く
分

か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
楽
し
さ
が
増
し
、

と
き
ど
き
牛
－
ボ
ー
ド
を
た
た
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
段
階
の
講
座
を
受
講
し
た

い
の
で
す
が
、
ど
こ
で
や
っ
て
い

る
の
か
、
費
用
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か

か
る
の
か
、
時
期
や
時
間
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

ちょっとおしえて

－
T
講
座
の
次
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
受
け
た
い
の
で
す
が

A

　

こ
の
た
び
は
、
－

T
学
習
講
座
を
受
講

い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
課
で
は
次
の
段
階
の

講
座
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
要
望

を
調
査
し
た
上
、
来
年
度
も
公
民

館
ご
と
に
講
座
を
企
画
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
講
座
の
内
容
な

ど
に
つ
い
て
希
望
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
近
く
の
公
民
館
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
公
民
館
で
行
っ
て
い
る
I

丁
講
習
の
ほ
か
、
大
野
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
パ

ソ
コ
ン
講
座
が
あ
り
ま
す
。

　

初
心
者
を
対
象
と
し
た
「
パ
ソ

コ
ン
人
門
」
や
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト

を
学
ぶ
「
ワ
ー
ド
人
門
」
ま
た
表

計
算
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
学
ぶ

「
エ
ク
セ
ル
人
門
」
な
ど
で
す
。

　

各
コ
ー
ス
と
も
合
計
十
八
時
間

行
い
、
定
員
は
先
着
二
十
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

－
T
講
習
を
終
え
た
人
で
も
、

ま
ず
「
パ
ソ
コ
ン
人
門
」
を
受
講

し
、
基
本
操
作
の
確
認
を
念
人
り

に
行
う
こ
と
で
、
上
級
の
講
座
も

ス
ム
ー
ズ
に
い
く
ケ
ー
ス
が
多
い

そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
講
座
の
受
講
料
は
無

料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

五
〇
〇
円
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
な
ど
は
、
大
野
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・

6
8
4
0
）
へ
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
（
社
会
教
育
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
j
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
I
I
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

認仇健奇唸

家
庭
ク
ラ
ブ
の
三
人
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

　

大
野
高
校
の
家
庭
ク
ラ
ブ
の
三

人
が
県
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟
研

究
発
表
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

八
月
に
石
川
県
で
開
か
れ
る
北
陸

大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

発
表
内
容
は
「
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
ー
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
っ
て
大
丈
夫

？
」
授
業
で
こ
れ
ら
の
食
に
添
加

物
が
多
い
も
の
や
栄
養
に
偏
り
が

あ
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
学
び
、

卒
業
後
一
人
暮
し
す
る
こ
と
の
多

い
生
徒
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
生
活
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
研

究
し
た
そ
う
で
す
。

　
　

「
最
初
に
生
徒
な
ど
約
千
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
思
っ
た
よ
り
も
利
用
者

は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
よ
り

も
前
の
日
に
食
ぺ
だ
も
の
を
覚
え

て
い
な
い
と
い
う
人
が
出
て
き
た

こ
と
が
問
題
だ
と
思
い
ま
し
た
」

　

食
に
対
す
る
無
関
心
が
問
題
と

考
え
、
保
護
者
に
も
協
力
を
得
て

再
び
意
識
調
査
。
今
度
は
生
徒
の

野
菜
嫌
い
が
浮
上
し
た
。

　
　

「
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
で
取
れ
な
い

栄
養
素
を
補
う
に
は
、
ほ
か
の
食

事
で
野
菜
を
取
る
こ
と
が
重
要
。

好
き
嫌
い
だ
け
で
食
ぺ
る
の
で
は

は
な
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス
ま
で
考
え

て
欲
し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。
市
販
品
と
手
作
り
の
味
と
の

比
較
や
野
菜
を
上
手
に
取
れ
る
料

理
の
講
習
会
を
開
く
な
ど
調
査
結

果
を
生
か
し
活
動
を
進
め
る
三
人
。

大
会
に
向
け
、
旬
の
素
材
を
使
っ

た
料
理
の
研
究
な
ど
、
発
表
内
容

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

「
便
利
で
手
軽
な
市
販
品
は
、

必
要
に
応
じ
て
上
手
に
利
用
す
る

こ
と
が
大
切
。
自
分
の
健
康
の
た

め
に
も
、
も
っ
と
食
ぺ
る
こ
と
に

関
心
を
持
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　

卓
球
大
会

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

日
時
1
月
2
7
G
⑥
午
前
9
時
～

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

種
目
卓
球
（
ダ
ブ
ル
ス
）

募
集
数
8
チ
ー
ム
（
I
チ
ー
ム

　

4
～
6
人
．
女
性
が
2
人
以
上

　

参
加
し
て
い
る
こ
と
）

参
加
資
格

　

①
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す

　
　

る
1
8
～
3
5
歳
の
勤
労
青
少
年

　

2
メ
ン
バ
ー
全
員
が
勤
労
青
少

　
　

年
ホ
ー
ム
・
勤
労
体
育
セ
ン

　
　

タ
ー
の
利
用
者

　

※
①
2
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は

　
　

ま
る
こ
と

参
加
費
無
料

申
し
込
み
方
法
所
定
の
用
紙
に

　

記
人
の
う
え
申
し
込
み
先
ま
で

申
込
締
切
日
1
月
1
8
日
奪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
容
6
5
・

　

ワ
2
2
1
）



スターランドで実りに感謝

　

11月18日と25日に「スターランドさかだに」で

今年の収穫を祝う収穫感謝祭が行われ、秋の味覚を

楽しむたくさんの人でにぎわいました。

l初l肯ち7i実演に人だかり

l阿7い商収穫聚盧（り匪l）∠

扇liアー％：mm’”’i＼l海面i蔡厦原泊・）1

地元の里神楽に六笑い

　

上庄小学校で地域ふれあい交流事業の

一環として12月1日、里神楽の観賞と体

験が行われました。見るのは初めてとい

う子どもたちも、目の前で舞われるこっ

けいなしぐさに大笑い。このあと地域の

青年会から、実際に神楽の手ほどきを受

旨ろか丿塞にど勝田か遣戸゛しました。

海の幸、山の幸がいっぱい

　

全国の“小京都”の特産品を集めた

「第十一回越前大野小京都物産五番ま

つリ」が11月1ワ日り8日に行われ、

地元をはじめ各地から出品された数々

の特産品を買い求める人たちでにぎわ

いました。

勅備回底波
泗槽lll内部専，広で部］広聴係豊66・1111



話循回也場

イトヨの里活動盛ん

　

本願清水イトヨの里で11月29日「イトヨ講座」が

開かれ有終南小学校の5年生40人が森誠一館長から

イトヨの生態などについて学びました。また30日に

は、初の「運営協議会」が行われ、今後の施設の活

用方法などについて活発な意見交換が行われました。

奥越2市1肘で台併研発足

　

大野、勝山、和泉の奥越2市1村で11月30日「奥

越地域市町村合併共同研究会」を発足させ、初会合

を開きました。今後、仮に合併した場合の将来人□

や財政規模などのシミュレーションを行い、年度内

に各市村長に報告を行う予定です。

六野がらも全国へ生中継

　

12月2日、NBK衛星テレビの情報番組「お

一いニッポン～今日はとことん福井県～」が放

送されました。当市では七間通りや平成大野屋、

旧内山家などから中継が行われました。

感牲はがき76I0点

　

12月9日「第三回越前大野感性はがき展」

の審査会が有終会館で行われました。今年の

応募総数は過去最高のワ610点。感性豊か

な作品の数々に、審査員が頭を悩ませながら

500点を選びました。賞の発表は2月末ご

ろ人選者本人に行われます。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

月
「
－

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課
｀

募
集
団
地
西
里
団
地

規
格
3
K
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数
2
戸

家
賃
月
額
7
0
0
0
円
～

　
　
　
　
　
　

1
万
1
6
0
0
円

募
集
団
地
中
挟
団
地

規
格
3
D
K
風
呂
・
ト
イ
レ
付

募
集
戸
数
1
戸

家
賃
月
額
1
万
7
2
0
0
円
～

　
　
　
　
　
　

「
‥
／
」
万
n
x
‥
）
r
n
工
）
0
0
円

資
格
一
定
の
収
人
基
準
の
範
囲

　

で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
締
切
日
1
月
3
1
巨
困

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
都

　

市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
3
5
3
）

・
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
受
け
付
け

市
農
業
委
員
会

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
1
月

1
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
の
調
整

を
行
つ
で
い
ま
す
。
申
請
書
は
区

長
ま
た
は
農
家
組
合
長
を
通
じ
て

配
布
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
申
請
書
を
配
布
さ
れ

な
い
人
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
権
資
格
要
件

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　
　

（
平
成
1
4
年
1
月
1
日
現
在
）

②
満
2
0
歳
以
上
の
人

　
　

（
平
成
1
4
年
3
月
3
1
日
現
在
）

3
1
0
J
－
以
上
の
農
地
耕
作
者
、
同

　

居
親
族
で
年
間
お
お
む
ね
6
0
日

　

以
上
の
耕
作
従
事
者

問
い
合
わ
せ
先
市
農
業
委
員
会

　

事
務
局
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
3
1
1
）

－
2
0
歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金

市
民
課

　

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

2
0
歳
に
な
っ
で
大
人
の
仲
間
人

リ
を
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
社
会
的

な
責
任
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
国
民
年
金
へ
加
人
す
る
こ
と

も
、
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

現
在
、
日
本
に
住
む
2
0
歳
か
ら

5
9
歳
ま
で
の
人
は
、
学
生
も
含
め
、

す
ぺ
て
国
民
年
金
に
加
人
す
る
こ

と
に
な
っ
で
い
ま
す
。

　

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
て
、
厚

生
年
金
保
険
や
各
種
共
済
組
合
に

す
で
に
加
人
し
て
い
る
人
は
、
同

時
に
国
民
年
金
に
も
加
人
し
て
い

ま
す
の
で
、
個
人
で
の
加
人
手
続

き
は
必
要
あ
‐
ソ
ま
せ
ん
。

　

自
営
業
者
や
学
生
の
人
は
、
市

町
村
役
場
に
国
民
年
金
加
人
の
届

け
出
が
必
要
に
な
‐
ソ
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
が
年
を

と
つ
た
と
き
の
所
得
保
障
と
な
る

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
事
故
や

病
気
で
重
い
障
害
が
残
つ
だ
と
き

に
は
生
活
保
障
と
な
り
ま
す
。

　

2
0
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年

金
の
加
人
手
続
き
を
し
て
、
保
険

料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
市
民
課
年
金
係

　

（
容
6
6
．
1
1
1
1
内
線
4
5
6
）

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

　
　
　

4
月
1
日
ま
で

福
祉
課

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
の
請
求
は
、
4
月
1
日

が
締
め
切
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
戦
没
者
死
亡
当
時
の
三
親

　

等
内
親
族
で
、
平
成
7
年
4
月

　

1
日
～
平
成
‥
は
年
3
月
3
1
日
ま

　

で
に
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
な
ど
の
受
給
権
者
が
遺
族
内

に
い
な
く
な
っ
た
人

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
福
祉
課

　

社
会
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
7
1
）

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に

　
　
　
　

ご
協
力
下
さ
い

福
祉
課

　

子
ど
も
の
虐
待
と
は
、
親
ま
た

は
親
に
か
わ
る
養
育
者
が
、
子
ど

も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
た
り
、
健

全
な
成
長
や
発
育
を
損
な
わ
せ
た

リ
、
放
任
や
無
視
な
ど
、
子
ど
も

の
育
つ
過
程
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
及
ば
す
行
為
で
す
。
児
童
へ
の

虐
待
は
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、

親
か
ら
の
S
O
S
の
サ
イ
ン
と
も

い
え
ま
す
。
見
つ
け
た
り
気
が
付

い
た
り
し
た
場
合
は
次
の
機
関
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
県
総
合
福
祉
相
談
所

　
　

（
a
0
7
7
Q
U
・
2
4
・
L
O
’
c
―
C
O

　

8
）
？
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
（
容
6
6
・
2
0
7
6
）
？
福

　

祉
課
児
童
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
7
C
O
）

交通
安全

剱
r

雪
道
の
運
転

　

積
雪
や
凍
り
つ
い
た
道
な
ど

冬
の
路
面
は
大
変
滑
り
や
す
く

な
っ
で
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
、
運
転
に

は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

凍
結
路
や
積
雪
路
は
、
タ
イ

ヤ
の
グ
リ
ッ
プ
カ
（
摩
擦
力
）

が
落
ち
ま
す
。
ス
ピ
ン
や
ス
リ

ッ
プ
の
原
因
と
な
る
、
急
ハ
ン

ド
ル
や
急
ブ
レ
ー
キ
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
急
加
速
な
ど
は

ホ
イ
ー
ル
を
空
転
さ
せ
、
タ
イ

ヤ
が
埋
も
れ
る
原
因
と
な
り
ま

す
。
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

雪
道
で
特
に
難
し
い
の
が

「
止
ま
る
」
こ
と
。
止
ま
り
き

れ
ず
に
前
の
車
に
追
突
す
る
事

故
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
早
め

の
減
速
や
、
ス
ピ
ー
ド
を
控
え

め
に
す
る
こ
と
な
ど
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

新
雪
な
ど
の
下
は
思
わ
ぬ
凹

凸
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
。
そ

の
た
め
雪
道
で
は
、
わ
だ
ち
を

利
用
し
て
走
る
ほ
う
が
無
難
と

言
え
ま
す
。
た
だ
し
多
く
の
車

が
走
行
し
、
凍
結
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
わ
だ
ち
か
ら
外
れ
右
左

折
す
る
と
き
も
、
ハ
ン
ド
ル
を

と
ら
れ
な
い
よ
う
慎
重
に
運
転

し
ま
し
ょ
う
。

　

日
陰
や
橋
の
上
な
ど
は
凍
結

し
や
す
い
場
所
。
道
路
状
況
に

は
常
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

1 1
ｔ
1
1
ｔ
ろ
し
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

総
務
課
一

●
作
業
単
価
は
1
万
2
5
0
0
円

　

今
冬
の
屋
根
雪
下
ろ
し
標
準
作

業
単
価
は
、
1
万
2
5
0
0
円
で

す
。

※
屋
根
面
積
約
7
6
平
方
μ
（
2
3
坪
）

　

あ
た
り
の
単
価
で
、
排
雪
作
業

　

を
含
み
ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て

　

弁
当
・
用
具
は
、
作
業
者
の
持

　

参
と
な
り
ま
す
。
交
通
費
は
求

　

人
者
の
実
費
負
担
で
す
。

●
作
業
者
の
登
録
や
紹
介

　

今
冬
か
ら
屋
根
雪
下
ろ
し
の
作

業
者
を
紹
介
す
る
窓
□
が
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
大
野
（
大
野
公
共
職
業

安
定
所
）
か
ら
市
役
所
総
務
課
に

変
わ
り
ま
し
た
。

可
能
な
人
は
登
録
を

　

屋
根
雪
下
ろ
し
作
業
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
な
人
は
、
作
業
者
の

登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
な
い
場
合
に
紹
介

　

ど
う
し
て
も
自
力
で
屋
根
雪
下

ろ
し
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
人
を

対
象
に
、
登
録
し
て
い
る
作
業
者

を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
総
務
課
行
政
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
2
2
9
）

わが街の安全・安心110番

1月10日は「110番の日」です。

あなたの110番が事件の早期解決につながります。

110番通報6つのポイント。

　

1．何がありましたか（事件名）

　

2．どこでありましたか（場所）

　

3．いつごろありましたか（時間）

　

4．犯人の特徴（人相など）

　

5．今どうなっていますか

　

6．あなたの住所、名前、携帯電話の番号など

　　

・携帯電話からの通報は切らないで。呼び返しがで

　　　

きなくなります。

　　

・県境付近での携帯電話による通報は、隣接の警察

　　　

に入ることがあります。

　　

・いたずら電話はやめましょう。

なお、急ぎではない各種相談ごとなどは大野警察署

　

（豊65・0110）または（a＃9110）

。をご利用ください。

T
W
ト
C
A
D
入
門
講
座

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
｀

日
時
1
月
2
9
C
D
g
）
－
2
月
1
5
日

　

②
（
火
～
金
曜
日
の
午
後
7
時

　

～
9
時
・
全
1
2
回
）

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容
図
面
作
成
ソ
フ
ト
の
基
本

　

的
な
操
作
方
法
の
学
習

定
員
1
5
人

受
講
料
1
0
、
0
0
0
円
（
テ

　

キ
ス
ト
代
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・

　

6
8
4
0
）

．
「
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

　

掲
載
事
業
所
を
募
集

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
避

　

景
気
低
迷
で
、
雇
用
環
境
は
い

っ
そ
う
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
将
来
的
に
は
出
生
率

の
低
下
や
急
速
な
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
不
足
が
お
こ
り
、
特
に
若

年
労
働
力
の
大
幅
な
減
少
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
く
え
つ
雇
用
開
発
協
議
会
で

は
奥
越
地
域
各
企
業
の
人
材
確
保

の
た
め
、
地
域
の
活
力
と
企
業

個
々
の
概
要
を
紹
介
す
る
「
企
業

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
刊
し
、
新

規
学
卒
者
、
一
般
U
タ
ー
ン
就
職

希
望
者
、
学
校
関
係
者
な
ど
に
広

く
周
知
す
る
予
定
で
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会

を
利
用
し
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲

載
し
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野
（
大
野
公
共

　

職
業
安
定
所
豊
6
6
・
2
4
0
8
）

巡
回
連
絡
に
ご
協
力
を
I

大
野
警
察
署

　

交
番
や
駐
在
所
の
警
察
官
が
、

家
庭
や
事
務
所
な
ど
を
訪
問
し
、

地
域
の
犯
罪
や
事
故
防
止
の
た
め

の
指
導
連
絡
な
ど
を
行
っ
た
り
、

警
察
活
動
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

要
望
を
う
か
が
っ
た
り
す
る
「
巡

回
連
絡
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

警
察
に
対
す
る
質
問
や
日
常
生

活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
不
安
ご

と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の

機
会
に
お
気
軽
に
お
話
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
大
野
警
察
署
地

　

域
課
（
公
6
5
・
0
1
1
0
）

員雪蛙」のごみ収掴ご泊力をお詣いし勁す

①「ごみ」は必ず収集日の朝8時までに出してください。

②収集作業がしやすいようステーション周囲の除雪をお願いします。

③一時的に大量に出る「ごみ」は、直接クリーンセンターへ持ち込んでくだ

　

さい。

④「ごみ」は各町内の指定されたステーションへ出してください。

　

ほかの地区のステーションへは、絶対持ち込まないでください。

⑤「ごみ」の収集は、積雪や道路事情などで、若干遅れることもあります。

　

ご了承ください。

⑥「生ごみ」は必ず水切りを行い、片手で持てる重さにしてください。

また、袋の□は必ず縛ってください。

⑦古紙類・アルミ缶などの資源ごみは、資源の日に出して

　

ください。

⑧空きビンは、冬期間（1・2月）回収しません。

　

3月の回収日まで、各家庭で保管してください

問い合わせ先

　

クリーンセンター（豊65・6120）



″

一
’

吟
大
き
な
赤
ろ
う
そ
く
看
板

川
崎
鈴
子
さ
ん
（
明
倫
町
）

　

皆
さ
ん
は
、
明
倫
町
の
川
崎
陶
器
店
の
二

階
軒
下
に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
、
大
き
な

赤
い
ろ
う
そ
く
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

こ
れ
は
高
さ
が
約
コ
ー
○
惣
、
太
さ
は
上

か
ら
八
十
惣
、
I
二
十
？
、
五
十
惣
と
か
な
り

大
き
な
も
の
で
、
竹
の
骨
組
み
に
紙
を
張
り

付
け
て
作
っ
て
あ
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　
　

「
以
前
、
家
が
大
黒
屋
と
い
う
屋
号

で
、
ろ
う
そ
く
の
製
造
販
売
を
行
っ
で
い
た

ん
で
す
。
そ
の
こ
ろ
に
看
板
と
し
て
吊
る
し

始
め
た
の
が
最
初
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
も

う
四
代
か
ら
五
代
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す

か
ね
。
家
の
中
を
探
す
と
、
ろ
う
そ
く
を
作

る
と
き
に
使
っ
で
い
た
型
が
、
ま
だ
残

っ
で
い
る
と
思
い
ま
す
よ
」

　

遠
足
や
観
光
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
お

店
の
前
を
通
る
子
ど
も
や
観
光
客
が
、
も
の

め
ず
ら
し
そ
う
に
見
て
い
く
そ
う
で
、
中
に

は
由
来
に
つ
い
て
尋
ね
る
人
や
、
写
真
を
撮

っ
て
い
く
人
も
い
る
と
の
こ
と
。

　
　

「
三
年
前
に
一
度
、
風

で
飛
ば
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
も
う
吊
る
す

の
を
や
め
よ
う
か
と
も
考

え
た
の
で
す
が
、
店
の
前

を
通
る
み
ん
な
が
興
味
を

持
っ
で
見
て
い
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
下

ろ
す
に
下
ろ
せ
な
く
て
…

だ
か
ら
も
う
一
度
き
ち
ん

と
吊
る
し
直
し
た
ん
で
す
よ
。
ま
た
あ
ま
り

に
も
み
ん
な
が
見
て
い
く
の
で
、
一
度
き
れ

い
に
塗
り
直
そ
う
か
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
で
も
知
人
か
ら
そ
の
ま
ま
の
色

だ
か
ら
建
物
に
似
合
う
、
塗
り
直
す
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
と
言
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
吊

る
し
て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
で
は
、

ず
い
ぶ
ん
汚
れ
て
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
気
も

し
ま
す
が
、
昔
の
大
野
の
様
子
を
、
少
し
で

も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

市民のうごき

12月1日現在 前月比

世帯数 11，893世帯 ー6世帯

人ロ 40．471人 ー29人

内訳
男 19，378人 一22人

女 21，093人 一ワ人

11月中の異動
転人 58人 出生 24人

転出 ワ2人 死亡 39人

市内の交通事故状況（uヵヽ6・n）

件数内訳
平成13年
11月末

平成12年
11月末

比較

総イ牛数 636イ牛 559件 十ワワ件

人身

事故

件数 159件 155件 十4件

死者 2人 5人 －3人

傷者 199人 185人 十14人

物損事故 477件 404件 ＋73件

表
紙
の
こ
と
ば

　

今
年
の
干
支
は
十
二
支
の
七

番
目
に
数
え
ら
れ
る
「
午
（
う

ま
）
」
。
大
野
藩
主
の
土
井
利
治

公
は
数
回
に
わ
た
り
絵
馬
を
奉

納
し
た
そ
う
で
、
表
紙
の
絵
馬

は
一
七
一
六
（
享
保
元
）
年
の

も
の
だ
そ
う
で
す
。
お
堂
に
は

こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
絵
馬

が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　
　

「
来
年
の
こ
と
を
言
え
ば
鬼

が
笑
う
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
ま
す
。
人
は
末
来
に
つ
い

て
、
前
も
っ
て
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
意
味
と
、
末
来

の
こ
と
は
あ
て
に
な
ら
な
い
と

い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は

十
二
月
。
や
は
り
鬼
に
笑
わ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
（
養
）

　　　　　

－1民見鶏

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
子

ど
も
の
こ
ろ
篠
座
神
社

に
初
も
う
で
に
出
か
け

絵
馬
堂
の
神
馬
（
木
馬
）

に
手
を
合
わ
せ
た
と
き

小
さ
な
絵
馬
が
お
堂
い
っ
ぱ
い
に
奉
納
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。
あ
ら

た
ま
っ
た
気
持
ち
で
初
も
う
で
を
し
、
祈
願
報

謝
の
絵
馬
を
寺
社
に
納
め
た
。
し
ば
ら
く
た
っ

て
か
ら
自
分
の
願
い
事
を
か
い
た
絵
馬
が
つ
る

さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
な
ん
と
な
く
願
い

事
が
か
な
う
よ
う
な
気
が
し
た
▼
神
仏
に
対
す

る
庶
民
の
切
実
な
願
い
を
込
め
た
絵
馬
は
、
絵

画
の
鑑
賞
と
は
異
な
る
。
奈
良
時
代
に
は
素
朴

な
小
さ
な
板
片
だ
っ
た
が
、
室
町
時
代
か
ら
豪

華
な
大
型
の
横
に
長
い
額
に
な
っ
て
い
っ
た
。

図
柄
も
神
の
乗
り
物
、
神
の
化
身
と
い
わ
れ
た

馬
の
図
が
主
だ
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
バ
ラ
工

テ
ィ
に
富
ん
だ
題
材
と
な
り
見
飽
き
る
こ
と
は

な
い
▼
絵
馬
は
そ
の
時
代
時
代
の
土
地
の
風
俗

や
生
活
を
映
し
出
し
、
文
化
と
歴
史
を
広
く
今

日
ま
で
伝
え
て
い
る
。
木
本
薬
師
堂
に
は
江
戸

初
期
か
ら
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
多
種
多
様
大

小
さ
ま
ざ
ま
の
絵
馬
が
、
所
狭
し
と
奉
納
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
一
見
す
ぺ
き
だ
？
現
在
で
は

合
格
祈
願
な
ど
ミ
ニ
絵
馬
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

る
。
壬
午
（
み
ず
の
え
う
ま
）
年
の
昭
和
十
七

年
は
戦
時
下
で
世
情
不
安
だ
っ
た
が
、
平
成
十

四
年
も
テ
ロ
の
恐
怖
が
続
く
の
か
。
馬
は
左
に

倒
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
左
前
に
な
ら
ぬ
商
売
繁

盛
。
う
ま
を
逆
に
読
む
と
「
ま
う
（
舞
う
）
」
と

な
‐
ソ
招
福
の
意
か
ら
「
左
馬
」
の
図
柄
の
絵
馬

に
世
界
平
和
、
家
内
安
全
の
文
字
を
か
こ
う
。

　

初
春
の
社
の
絵
馬
に
笑
み
の
顔
（
安
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
－
）
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